
 

平成２８年１月教育委員会会議（定例会）会議録 

１ 日 時  平成２８年１月２７日（水）午後３時３０分～午後４時３０分 

２ 場 所  所沢市立教育センター 第１研修室 

 

３ 出席者［委 員］大岩幹夫委員長、吉本理委員長職務代理者、中川奈緒美委

員、寺本彰委員、清水国明委員、内藤隆行教育長  

     ［事務局］美甘寿規教育総務部長、山口勝彦学校教育部長、師岡林教

育総務部次長、田中和貴学校教育部次長兼学校教育課長、  

木村立彦文化財保護担当参事兼文化財保護課長、長岡伸一

教育センター担当参事兼教育センター所長、市川雅美教育

総務課長、阿部美和子教育総務課主幹兼教育企画室長、末

廣和久教育施設課長、浅野浩一社会教育課長、内堀耕介ス

ポーツ振興課長、倉富恵理子生涯学習推進センター所長、

岸企子所沢図書館長、結城尊弘学校教育課教育指導担当主

幹兼健やか輝き支援室長、川上一人保健給食課長 

     ［書記］ 安田幸雄教育総務課副主幹、青木穂高教育総務課主査 

４ 前回会議録の承認 

５ 会議の傍聴者 なし 

６ 開 会   開会に先立ち、美甘教育総務部長から、平成２７年１２月２４

日開催の所沢市議会第４回定例会において、吉本理委員の再任に

ついて議会の同意があり、同日付で藤本市長より任命書の交付が  

あった旨の報告がなされた。 

吉本理委員より挨拶。 

本日の議案は、議案第２３号及び議案第２４号の２件。 

７ 議 題 

●議案第２３号 所沢市教育委員会委員長職務代理者の選出について 

美甘教育総務部長より、教育委員会委員長職務代理者の選出について説明が



 

                

なされた。 

寺本委員から指名推選により選出したい旨の意見があり、出席委員全員の同 

意により、指名推選により委員長職務代理者を選出することとした。 

寺本委員から吉本委員を委員長職務代理者に推選する旨の意見があった。 

大岩委員長の採決により、出席委員全員の賛成により、吉本委員を委員長職 

務代理者に選出することが可決された。 

吉本委員より、就任の挨拶を行なった。また、議席について、大岩委員長の 

指示により、下図のとおりとした。 

 
 
 
 

 

  

 

 

●議案第２４号 所沢市立学校設置条例の一部を改正する条例制定について 

資料に則り、田中学校教育部次長から以下のとおり説明がなされた。 

本議案については、所沢市立若狭小学校分教場の廃級に伴い、所沢市立学

校設置条例の一部を改正するものである。 

若狭小学校分教場「わかば学級」は、昭和４９年に旧国立西埼玉中央病院

内に開設されたが、平成１５年度には当該分教場の在籍児童数が０人となっ

たことにより、教職員の配置をしないこととしていた。教育委員会としては、

在籍児童数が０人となってから１０年が経過し、若狭小学校分教場の人数の

減少とともに、新たに防衛医科大学校病院内に院内学級が創設されたことか

ら、平成２６年度に当該分教場を廃級としたものである。 

   以下、質疑。 

  (大岩委員長) 

   条例で変更となる箇所を教えていただきたいと思います。 

  (田中学校教育部次長) 

 

■中川委員 

 

■寺本委員 

■清水委員 

 

■内藤教育長 

■吉本委員長職務代理者 ■大岩委員長 



 

                

    第１号小学校の表中にある若狭小学校の位置について、分教場の位置に当た

る「若狭二丁目１，６７１番地」の文言を削除しました。また、住所表記に使

用していた 4桁の数字に付していた「，」を削除し、各校の住所の先頭に「〃」

と表記していたものを「所沢市」に改めました。 

  ※大岩委員長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。 

 

８ 協議事項 なし 

     

９ 報告事項 

○所沢市教育委員会後援等名義使用許可について（教育総務課） 

○所沢市教育委員会の 1月から 4月までの主な行事予定について(教育総務課) 

○「所沢市議会一般質問答弁要旨 平成２７年第４回(１２月)定例会」について

(教育総務課) 

○学校監査の結果について(教育総務課) 

○郷土史料等保存対策プロジェクトの経過報告について(教育総務課) 

○第６９回成人のつどいについて(報告)(社会教育課) 

○「所沢市管理のパークゴルフ場における(仮称)大和田・坂之下橋の橋脚設置に 

ついて(依頼)」の受理について(スポーツ振興課) 

  ○市議会市民文教常任委員会の状況報告について(文化財保護課) 

  ○「給食展」について(保健給食課) 

 以下、質疑。 

(寺本委員) 

   「成人のつどい」について、私も市長と同様に各地区ごとに開催することに

賛成です。ミューズなどで市内の成人を一同に集めてしまうと、混乱を来たすと

思われます。ただし、私が出席した吾妻まちづくりセンターでは、南陵中学校の

卒業生が８０％程度で２０％が山口中学校の卒業生であり、「つどい」の部の企

画について、南陵中学校の卒業生にだけ話がいっていたのか、盛り上がっている

のは南陵中学校の卒業生でした。まちづくりセンターの実行委員会は、単一の学

区ではない地区については、「つどい」を企画する卒業生への声のかけ方も、例

えば吾妻地区は南陵中学校と特定しないで、山口中学校の卒業生にも声をかける



 

                

など、そのような形をしっかりとったほうがよいと思いました。全体的には穏や

かな参加者ばかりであったのでよかったと思いますが、雰囲気としてどうなのか

という部分もありました。 

  また、南陵中学校の卒業生の保護者が、写真撮影をするといって皆を集めまし

たが、山口中学校の卒業生に対するアナウンスがなく、そういうこともいかがな

ものかと思いました。参加者の出身校は１つの学校ではないことを、多数を占め

る中学校の卒業生に言っておく必要があると感じました。 

(大岩委員長) 

  寺本委員から「成人のつどい」について、感想が述べられましたが、他の委員

の皆さんも感想をいただきたいと思います。それでは、中川委員から順番にお願

いします。 

(中川委員) 

  私は、所沢まちづくりセンターに行きましたが、皆とても礼儀正しく、新成人

の挨拶ではとても感動しました。振袖ではなくスーツを着た女性が挨拶をしたの

ですが、女子サッカーの澤選手を引き合いに出し、引退に当たって周りの方にと

ても感謝していたことを見て、澤選手のような素晴らしい人でもそのようなこと

が言えることに、同じスポーツをする者として感動したということを聞いて、私

も感動しました。そのような手作り感というのは、地元ならではの育ってきた子

どもたちの集う場であると感じました。そういう意味で、私も市長がおっしゃる

ように各地区で開催したほうがよいと思います。 

(吉本委員長職務代理者) 

  私は新所沢東まちづくりセンターに行きました。会場自体がそれほど大きくな

く、コンパクトな感じでとてもよかったと思います。ただし、運営されている方

がだいぶ高齢化していて、固定化してきていると感じました。そろそろまちづく

りセンターを中心に改革をしていかないと、次の世代へのバトンタッチがしづら

くなるのではないかと思います。町内会長が決まれば、実行委員会は町内会長の

仕事というようになっているような感を受けました。町内会だけでなく、まちづ

くりセンターももう少し努力していただき、改革をしていただきたいと思います。 

  当日の会場の雰囲気は和やかで、とてもよかったと思います。 

(清水委員) 



 

                

  私は三ケ島まちづくりセンターに行きました。当日は緊張感もあり、私も礼服

を着て出席しましたが、礼服を着ていてよかったと思うような場の雰囲気でした。

出席している新成人は、皆が振袖やスーツ姿でしたが、逆にいうとそれもどうな

のかとも思いました。振袖やスーツでなければならないという暗黙のルールがあ

り、保護者の金銭的な負担もあることや型にはまるということについては、少し

疑問に思います。 

  確かに、私が出席した会場もおとなしい感じでしたが、自己表現という意味で

はもっとバラエティがあってもよいのではないかと思いました。 

  それから、式が終わってから裏口を通ってすぐに帰ってしまったのですが、新

成人とのふれあいがあってもよかったと思いました。私も当日の盛り上がってい

る様子を伝えるために、フェイスブックなどで写真をアップしたかったのですが、

新成人と触れ合う間もなく写真を一枚もとらずに帰ってしまい、個人的には反省

しているところです。教育委員としても、皆さんと触れ合うよい機会であると思

いますので、そういう場を設定していただけるとありがたいと思います。 

(内藤教育長) 

  私は小手指まちづくりセンターに行きました。私が成人になった時に出席した

会場でしたが、その当時は女性も振袖姿だけでなく、スーツを着た人もたくさん

いました。現在は振袖姿の女性が多数です。 

 「つどい」の部について、私は出席しませんでしたが、出席者は楽しく盛り上

がっていたということを聞いております。 

(大岩委員長) 

  私は富岡まちづくりセンターに行きました。実行委員会の方は、一生懸命準備

等をしていただいたようでした。当日、式はホールで行い、「つどい」は体育館

で行いました。体育館にマットを引く作業など、とてもたいへんな作業ですが、

実行委員会の方がよくやってくれていました。 

  新成人の様子ですが、来賓が挨拶をするときちんと会釈をするのでとてもよい

ことであると思う反面、式を通して個性やエネルギッシュな部分が感じられず、

いろいろな価値観がある中で主体性を持って行動できるのか、少し不安に思いま

した。 

  その他、各地区に分けて開催することについては、私も賛成です。 



 

                

(中川委員) 

   振袖の話が出ましたが、経済状況などを考えると、振袖を着て出席できる子

ばかりでないであろうと思うと、ここまで画一化してしまったのはよいことなの

だろうかと少し疑問に思うこともありました。今回私が出席した会場では、式辞

を読んだ子はスーツを着ていましたが、立派な挨拶をして私も涙が出るほど感動

しました。 

一方で、いろいろな考え方の人がいてもよいのですが、それを支えるのは礼節

であり、とても大事であると思います。それゆえ、そうした礼節という部分も素

晴らしいことと評価してもよいのではないかとおもいました。 

 (内藤教育長) 

   実行委員会の方が高齢化していることは事実ですが、ある地区では実働的な仕

事は、学校開放委員会の少年サッカーや野球をやっている若い方であるというこ

と話を聞いています。PTAの役員や学校開放委員会やスポーツ少年団などの保護

者が、実行委員となってもよいのではないかと思います。今後も、実行委員会の

活性化を模索したいと思います。 

(大岩委員長) 

   それでは、その他の報告事項について何かございますか。 

(吉本委員長職務代理者) 

  学校監査について、「概ね適正」との評価でしたが、概ねということは監査か

ら指摘を受けた部分もあったのではないかと思います。「注意事項」には、「所

管団体が不明な物品や倉庫等が見受けられた。」とありますが、使う方が置いて

いったものを常に学校が管理するのは難しいと思いますので、入り口の部分でし

っかりできるようにお願いしたいと思います。 

(大岩委員長) 

  報告事項とは関係のない事項について、質問させていただきます。 

  まず、教科書問題の件について、他市町村の教育委員や教育長も若干関わって

いたようですが、教科書会社が多くの校長や教頭、教諭を接待したり、金品を渡

したり、教科書を見てもらって要望や感想を求めたりして、それが１２社にも及

んでいる大変な問題がありました。所沢市としては、この問題に対してどのよう

に対応しているのでしょうか。教科書は私達教育委員会が採択していますので、



 

                

大変な問題ということからそのことについてお聞きしたいと思います。 

  次に、狭山市で起きた３歳児の虐待の事件について、狭山市長が関係機関の連

携が不十分であったことを説明しているようです。３歳児は教育委員会の管轄外

ではありますが、幼稚園児や小学校の児童のような子供たちも虐待を受ける可能

性もあり、所沢市としては関係団体や関係機関との連携はどのようにされている

のかお聞きしたいと思います。 

(田中学校教育部次長) 

  教科書問題については、教育委員会としてはこれまでも不当な働きかけ等に影

響されないような環境を整えてきました。具体的には、校園長会を通してそうし

た不当な働きかけに応じないように注意喚起をするなど、機会を捉えて話をして

きました。国や県からの調査等の要請については、適切に対応したいと考えてい

ます。 

   虐待についても、日頃から校園長会を通して子供たちの些細な変化を見逃さ

ないように、常に情報交換を密にしながら対応しています。虐待の兆候が見られ

た場合、「ほう・れん・そう」をしっかりして、早期対応に心がけてきました。

関係機関との連携については、要保護児童対策連絡協議会というものがあり、こ

れは市の関係部局の他、警察署や児童相談所、校長会の代表などが参加している

ものです。その中で情報を共有し、早期に対応しているところです。今後とも、

関係部局との連携を密にして、指導の充実を図っていきたいと考えています。 

(内藤教育長) 

   所沢市では、「こんにちは赤ちゃん事業」を行っており、子どもが生まれる

と保健センターの保健師が自宅を訪問して、市内の全ての乳児に会いに行くこと

を行っています。また、１歳６か月時検診や３歳児検診に来ない子は、リスクが

高いと思われますので、そうした場合には、家庭訪問をして、全てケアできるよ

うに、かなり厳しく取り組んでいます。 

  教育委員会においても、就学児健康診断などに理由も無く来ない児童は、リス

クを抱えていると思われますので、全世帯確認するよう事務局には指示していま

す。 

 要保護児童対策連絡協議会には、教育委員会の代表者も出席していますが、代

表者だけではどうしても形だけのようなものになりがちなので、保健師や指導主



 

                

事、ケースワーカーなどの実務担当者会議もあり、所沢市はかなり全児童に会う

取り組みをしています。引き続き気を引き締めて取り組んでいきたいと考えてい

ます。 

(大岩委員長) 

  教科書問題については、国が調査をするようなことを聞いていますので、細か

い部分について調べてきちんと対応していただきたいと思います。 

  虐待については、「ほう・れん・そう」をしっかりするとのことでしたが、「ほ

う・れん・そう」をいつ、どのようにしたらよいのかわからないこともあるよう

です。そういうことまで徹底してやり、子どもの命を絶対に失うことの無いよう

な綿密な対応を、ぜひお願いしたいと思います。 

１０ その他 

・教育委員会会議２月定例会 ：２月１９日（金）午前１０時３０分～             

所沢市役所６階 ６０２会議室 

・学校視察：２月１９日(金）:午後１時３０分～午後４時 

               美原小学校、美原中学校 

三ケ島小学校、三ケ島中学校 

  ・教育委員会会議３月定例会：市議会第１回(３月)定例会の開催日程と調整 

                中 

 

１１ 閉 会 午後４時３０分 

 


